
10

20

JP 7246338 B2 2023.3.27

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7246338号

(P7246338)
(24)登録日　令和5年3月16日(2023.3.16)(45)発行日　令和5年3月27日(2023.3.27)

(54)【発明の名称】　ワークの研削方法及びシュータイプセンタレス研削盤

(51)国際特許分類
　   Ｂ２４Ｂ 5/18 (2006.01)
　   Ｂ２４Ｂ 41/06 (2012.01)

ＦＩ
　Ｂ２４Ｂ 5/18 　　　Ｄ 　　　
　Ｂ２４Ｂ 41/06 　　　Ｊ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-59848(P2020-59848)
(22)出願日　 令和2年3月30日(2020.3.30)
(65)公開番号　 特開2021-154466(P2021-154466 

A)
(43)公開日　 令和3年10月7日(2021.10.7)

審査請求日　 令和4年2月16日(2022.2.16)

(73)特許権者　 000167222
株式会社ジェイテクトマシンシステム
大阪府八尾市南植松町２丁目３４番地

(74)代理人　 110001645
弁理士法人谷藤特許事務所

(72)発明者　 桶屋  好弘
大阪府八尾市南植松町２丁目３４番地  
光洋機械工業株式会社内

(72)発明者　 小倉  良延
大阪府八尾市南植松町２丁目３４番地  
光洋機械工業株式会社内

審査官　 須中  栄治

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 電 磁 チ ャ ッ ク に よ り 主 軸 の 端 面 側 に 吸 着 さ れ 且 つ シ ュ ー に よ り 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た  
円 筒 状 の ワ ー ク を 回 転 さ せ な が ら 、 第 １ 研 削 工 程 、 第 ２ 研 削 工 程 を 経 て 前 記 ワ ー ク の 外 径  
を 砥 石 に よ り 研 削 す る に 際 し 、
　 　 前 記 主 軸 と 一 体 に 回 転 可 能 な 倒 れ 防 止 ピ ン の 外 周 に 前 記 ワ ー ク を 挿 入 し て 、 前 記 倒 れ  
防 止 ピ ン に よ り 研 削 時 の 前 記 ワ ー ク の 倒 れ を 制 限 す る と 共 に 、
前 記 第 １ 研 削 工 程 で は 前 記 砥 石 の 研 削 負 荷 に よ り 、 前 記 ワ ー ク が 前 記 電 磁 チ ャ ッ ク の 吸 着  
力 に 抗 し て 前 記 ワ ー ク と 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン と の 隙 間 内 で 倒 れ た 状 態 と な り 、
前 記 第 １ 研 削 工 程 後 の 前 記 第 ２ 研 削 工 程 で は 前 記 電 磁 チ ャ ッ ク の 吸 着 力 に よ り 、 前 記 ワ ー  
ク が 前 記 砥 石 の 研 削 負 荷 に 抗 し て 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン と 略 平 行 な 吸 着 状 態 に 戻 る
　 　 こ と を 特 徴 と す る ワ ー ク の 研 削 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 前 記 シ ュ ー は 前 記 ワ ー ク の 吸 着 側 近 傍 を 外 周 側 か ら 支 持 す る
　 　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ワ ー ク の 研 削 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 前 記 ワ ー ク と 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン と の 隙 間 は 微 少 間 隙 で あ る
　 　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ワ ー ク の 研 削 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 倒 れ 防 止 ピ ン は 非 磁 性 体 で あ る

請求項の数　7　（全11頁）
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　 　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の ワ ー ク の 研 削 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 　 前 記 ワ ー ク は 、 前 記 電 磁 チ ャ ッ ク に よ る 吸 着 側 の 端 部 に 周 方 向 に 連 続 状 に 形 成 さ れ た  
連 続 円 筒 部 と 、 前 記 連 続 円 筒 部 以 外 に 周 方 向 に 非 連 続 状 に 形 成 さ れ た 非 連 続 円 筒 部 と を 有  
す る 円 筒 体 で あ る
　 　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 の ワ ー ク の 研 削 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 　 電 磁 チ ャ ッ ク に よ り 主 軸 の 端 面 側 に 吸 着 さ れ 且 つ シ ュ ー に よ り 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た
円 筒 状 の ワ ー ク を 回 転 さ せ な が ら 、 第 １ 研 削 工 程 、 第 ２ 研 削 工 程 を 経 て 前 記 ワ ー ク の 外 径  
を 砥 石 に よ り 研 削 す る よ う に し た シ ュ ー タ イ プ セ ン タ レ ス 研 削 盤 に お い て 、
　 　 前 記 主 軸 と 一 体 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 且 つ 外 周 に 挿 入 さ れ た 前 記 ワ ー ク の 倒 れ を 制 限  
す る 倒 れ 防 止 ピ ン を 備 え 、
前 記 ワ ー ク は 、 前 記 第 １ 研 削 工 程 で は 前 記 砥 石 の 研 削 負 荷 に よ り 、 前 記 電 磁 チ ャ ッ ク の 吸  
着 力 に 抗 し て 該 ワ ー ク と 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン と の 隙 間 内 で 倒 れ た 状 態 と な り 、
前 記 第 １ 研 削 工 程 後 の 前 記 第 ２ 研 削 工 程 で は 前 記 電 磁 チ ャ ッ ク の 吸 着 力 に よ り 、 前 記 砥 石  
の 前 記 研 削 負 荷 に 抗 し て 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン と 略 平 行 な 吸 着 状 態 に 戻 る
　 　 こ と を 特 徴 と す る シ ュ ー タ イ プ セ ン タ レ ス 研 削 盤 。
【 請 求 項 ７ 】
　 　 前 記 シ ュ ー は 前 記 ワ ー ク の 吸 着 側 近 傍 を 外 周 か ら 支 持 し 、
　 　 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン は 前 記 主 軸 の 中 心 と 同 軸 状 で あ る
　 　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の シ ュ ー タ イ プ セ ン タ レ ス 研 削 盤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 軸 方 向 の 端 部 側 に 周 方 向 に 連 続 状 に 形 成 さ れ た 連 続 円 筒 部 と 、 こ の 連 続 円 筒  
部 以 外 に 周 方 向 に 非 連 続 状 に 形 成 さ れ た 非 連 続 円 筒 部 と を 有 す る 円 筒 体 等 の ワ ー ク の 外 径  
を 研 削 す る ワ ー ク の 研 削 方 法 、 及 び そ の 研 削 に 使 用 す る シ ュ ー タ イ プ セ ン タ レ ス 研 削 盤 に  
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 方 向 に 連 続 状 に 形 成 さ れ た 連 続 円 筒 部 と 、 周 方 向 に 非 連 続 状 に 形 成 さ れ た 非 連 続 円 筒  
部 と を 有 す る 円 筒 体 等 の ワ ー ク の 外 径 を セ ン タ レ ス 研 削 盤 を 用 い て 研 削 す る 場 合 に は 、 そ  
の ワ ー ク が 軸 方 向 に ２ 箇 所 以 上 の 連 続 円 筒 部 を 有 す る も の で あ れ ば 、 ス ル ー フ ィ ー ド タ イ  
プ の セ ン タ レ ス 研 削 盤 に よ り 研 削 可 能 で あ る だ け で な く 、 引 用 文 献 １ に 記 載 の よ う な セ ン  
タ レ ス 研 削 盤 を 用 い て も 外 径 研 削 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 引 用 文 献 １ に 記 載 の セ ン タ レ ス 研 削 盤 は 、 軸 方 向 の 両 端 側 に 連 続 円 筒 部 が あ る ワ ー  
ク を 研 削 対 象 と す る も の で あ っ て 、 ワ ー ク の 各 連 続 円 筒 部 に 対 応 す る 二 組 の シ ュ ー を 備 え  
て お り 、 こ の 二 組 の シ ュ ー に よ り ワ ー ク を そ の 中 心 回 り に 回 転 可 能 に 支 持 す る よ う に な っ  
て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 平 ０ ８ － ２ ２ ９ ８ １ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 円 筒 体 等 の ワ ー ク に は 、 そ の 用 途 に よ っ て 種 々 の 形 状 、 構 造 の も の が あ る が 、 引 用 文 献  
１ の よ う な 研 削 方 法 で は 、 軸 方 向 の 一 端 側 に 連 続 円 筒 部 が あ り 、 そ の 連 続 円 筒 部 以 外 の 全  
体 が 非 連 続 円 筒 部 と な っ て い る ワ ー ク 等 、 軸 方 向 の 一 端 側 に し か 連 続 円 筒 部 の な い ワ ー ク  
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の 場 合 に は 、 そ の 外 径 を 研 削 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た ワ ー ク の 一 端 側 に し か 連 続 円 筒 部 の な い 場 合 に は 、 主 軸 内 の 電 磁 チ ャ ッ ク に よ り ワ  
ー ク の 連 続 円 筒 部 側 を 主 軸 の 端 面 側 に 吸 着 す る と 共 に 、 そ の 端 面 側 近 傍 に 配 置 さ れ た シ ュ  
ー に よ り 連 続 円 筒 部 を 外 周 側 か ら 支 持 し て 、 云 わ ば ワ ー ク を 片 持 ち 状 に 支 持 し た 状 態 で 外  
径 を 研 削 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 ワ ー ク の 外 径 研 削 時 に は 、 ワ ー ク の 先 端 側 に 大 き な 研 削 負 荷 が 加 わ る た め 、 ワ  
ー ク が そ の 研 削 負 荷 に 抗 し き れ ず に 傾 斜 し て 脱 落 す る か 、 又 は 研 削 負 荷 に 抗 し な が ら ワ ー  
ク の 吸 着 状 態 を 十 分 に 維 持 で き る 強 力 な 電 磁 チ ャ ッ ク を 必 要 と す る 等 の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み 、 研 削 中 の ワ ー ク の 脱 落 を 防 止 し な が ら 安 全  
に ワ ー ク の 外 径 を 研 削 で き る ワ ー ク の 研 削 方 法 及 び シ ュ ー タ イ プ セ ン タ レ ス 研 削 盤 を 提 供  
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る ワ ー ク の 研 削 方 法 は 、 電 磁 チ ャ ッ ク に よ り 主 軸 の 端 面 側 に 吸 着 さ れ 且 つ シ  
ュ ー に よ り 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 円 筒 状 の ワ ー ク を 回 転 さ せ な が ら 、 第 １ 研 削 工 程 、 第 ２  
研 削 工 程 を 経 て 前 記 ワ ー ク の 外 径 を 砥 石 に よ り 研 削 す る に 際 し 、 前 記 主 軸 と 一 体 に 回 転 可  
能 な 倒 れ 防 止 ピ ン の 外 周 に 前 記 ワ ー ク を 挿 入 し て 、 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン に よ り 研 削 時 の 前 記  
ワ ー ク の 倒 れ を 制 限 す る と 共 に 、 前 記 第 １ 研 削 工 程 で は 前 記 砥 石 の 研 削 負 荷 に よ り 、 前 記  
ワ ー ク が 前 記 電 磁 チ ャ ッ ク の 吸 着 力 に 抗 し て 前 記 ワ ー ク と 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン と の 隙 間 内 で  
倒 れ た 状 態 と な り 、 前 記 第 １ 研 削 工 程 後 の 前 記 第 ２ 研 削 工 程 で は 前 記 電 磁 チ ャ ッ ク の 吸 着  
力 に よ り 、 前 記 ワ ー ク が 前 記 砥 石 の 研 削 負 荷 に 抗 し て 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン と 略 平 行 な 吸 着 状  
態 に 戻 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 シ ュ ー は 前 記 ワ ー ク の 吸 着 側 近 傍 を 外 周 側 か ら 支 持 し て も よ い 。 前 記 ワ ー ク と 前 記  
倒 れ 防 止 ピ ン と の 隙 間 は 微 少 間 隙 で あ る こ と が 望 ま し い 。 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン は 非 磁 性 体 で  
あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 ワ ー ク は 、 前 記 電 磁 チ ャ ッ ク に よ る 吸 着 側 の 端 部 に 周 方 向 に 連 続 状 に 形 成 さ れ た 連  
続 円 筒 部 と 、 前 記 連 続 円 筒 部 以 外 に 周 方 向 に 非 連 続 状 に 形 成 さ れ た 非 連 続 円 筒 部 と を 有 す  
る 円 筒 体 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る シ ュ ー タ イ プ セ ン タ レ ス 研 削 盤 は 、 電 磁 チ ャ ッ ク に よ り 主 軸 の 端 面 側 に 吸  
着 さ れ 且 つ シ ュ ー に よ り 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 円 筒 状 の ワ ー ク を 回 転 さ せ な が ら 、 第 １ 研  
削 工 程 、 第 ２ 研 削 工 程 を 経 て 前 記 ワ ー ク の 外 径 を 砥 石 に よ り 研 削 す る よ う に し た シ ュ ー タ  
イ プ セ ン タ レ ス 研 削 盤 に お い て 、 前 記 主 軸 と 一 体 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ 且 つ 外 周 に 挿 入 さ  
れ た 前 記 ワ ー ク の 倒 れ を 制 限 す る 倒 れ 防 止 ピ ン を 備 え 、 前 記 ワ ー ク は 、 前 記 第 １ 研 削 工 程  
で は 前 記 砥 石 の 研 削 負 荷 に よ り 、 前 記 電 磁 チ ャ ッ ク の 吸 着 力 に 抗 し て 該 ワ ー ク と 前 記 倒 れ  
防 止 ピ ン と の 隙 間 内 で 倒 れ た 状 態 と な り 、 前 記 第 １ 研 削 工 程 後 の 前 記 第 ２ 研 削 工 程 で は 前  
記 電 磁 チ ャ ッ ク の 吸 着 力 に よ り 、 前 記 砥 石 の 前 記 研 削 負 荷 に 抗 し て 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン と 略  
平 行 な 吸 着 状 態 に 戻 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 前 記 シ ュ ー は 前 記 ワ ー ク の 吸 着 側 近 傍 を 外 周 か ら 支 持 し 、 前 記 倒 れ 防 止 ピ ン は 前 記 主  
軸 の 中 心 と 同 軸 状 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 主 軸 と 一 体 に 回 転 可 能 な 倒 れ 防 止 ピ ン の 外 周 に ワ ー ク を 挿 入 し て 、 倒  
れ 防 止 ピ ン に よ り 研 削 時 の ワ ー ク の 倒 れ を 制 限 す る た め 、 研 削 中 の ワ ー ク の 脱 落 を 防 止 し  
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な が ら 安 全 に ワ ー ク の 外 径 を 研 削 で き る 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 研 削 対 象 で あ る ワ ー ク の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 倒 れ 量 測 定 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 粗 研 削 時 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 仕 上 げ 研 削 時 の 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。 図 １ は 研 削 対 象 で あ る ワ ー ク Ｗ を  
示 す 。 こ の ワ ー ク Ｗ は 、 軸 方 向 の 一 端 側 を 除 く 範 囲 に 軸 方 向 の 切 り 欠 き 部 １ が 形 成 さ れ た  
円 筒 体 で あ っ て 、 軸 方 向 の 一 端 側 に 周 方 向 に 連 続 状 に 形 成 さ れ た 連 続 円 筒 部 ２ と 、 こ の 連  
続 円 筒 部 ２ を 除 く 範 囲 に 周 方 向 に 非 連 続 状 に 形 成 さ れ た 非 連 続 円 筒 部 ３ と を 有 す る 。 非 連  
続 円 筒 部 ３ は 、 周 方 向 の 一 部 に 形 成 さ れ た 軸 方 向 の 切 り 欠 き 部 １ に よ り 周 方 向 に 非 連 続 状  
に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 ワ ー ク Ｗ は 軸 方 向 の 略 全 長 が 連 続 円 筒 部 ２ と な っ た 円 筒 体 で も よ い し 、 軸 方 向 の  
複 数 箇 所 に 連 続 円 筒 部 ２ が 設 け ら れ た も の で も よ い 。 従 っ て 、 ワ ー ク Ｗ は 図 １ に 示 す よ う  
な 円 筒 体 、 即 ち 軸 方 向 の 端 部 側 に の み 連 続 円 筒 部 ２ が あ り 、 そ の 連 続 円 筒 部 ２ を 除 く 軸 方  
向 の 全 体 が 非 連 続 円 筒 部 ３ と な っ た 円 筒 体 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 非 連 続 円 筒 部  
３ に は 、 周 方 向 の 複 数 箇 所 に 切 り 欠 き 部 １ 又 は 開 口 部 等 が あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は シ ュ ー タ イ プ セ ン タ レ ス 研 削 盤 １ ０ の 正 面 断 面 図 、 図 ３ は シ ュ ー タ イ プ セ ン タ レ  
ス 研 削 盤 １ ０ の 側 面 断 面 図 を 示 す 。 こ の セ ン タ レ ス 研 削 盤 １ ０ は 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う  
に 、 横 軸 回 り に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 主 軸 １ １ と 、 主 軸 １ １ の 端 面 に 同 軸 状 に 固 定 さ れ 且  
つ ワ ー ク Ｗ が 取 り 付 け ら れ る ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ と 、 ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ の 吸 着 面 １ ３ に 主 軸  
１ １ と 同 軸 状 に 固 定 さ れ 、 且 つ 隙 間 １ ４ を 介 し て 外 周 側 に 挿 入 さ れ た ワ ー ク Ｗ の 倒 れ を 内  
側 か ら 制 限 す る 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ と 、 ワ ー ク Ｗ の ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ 側 の 近 傍 を 回 転 自 在 に  
支 持 す る フ ロ ン ト シ ュ ー １ ６ 及 び リ ア シ ュ ー １ ７ と 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ に 挿 入 さ れ た ワ ー  
ク Ｗ の 外 径 を 外 周 側 の 研 削 面 で 研 削 す る 円 盤 状 の 砥 石 １ ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 主 軸 １ １ に は 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ が 内 蔵 さ れ て お り 、 こ の 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 電 磁 吸 着 力  
に よ り 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の 外 周 に 挿 入 さ れ た ワ ー ク Ｗ の 端 面 を ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ の 吸 着  
面 １ ３ に 吸 着 し 、 主 軸 １ １ の 回 転 と 共 に ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ 回 り に ワ ー ク Ｗ を 回 転 さ せ る よ う  
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ は 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 吸 着 力 よ り も 砥 石 １ ８ の 研 削 負 荷 が 大 き い 粗 研  
削 等 の 第 １ 研 削 工 程 の と き に ワ ー ク Ｗ の 倒 れ を 内 側 か ら 制 限 す る た め の も の で あ っ て 、 ワ  
ー ク Ｗ の 内 径 よ り も 若 干 小 径 の 円 柱 体 に よ り 構 成 さ れ 、 ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ の 吸 着 面 １ ３ に  
ね じ 等 の 取 り 付 け 手 段 １ ５ ａ を 介 し て 固 定 さ れ て い る 。 ワ ー ク Ｗ は 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の 外  
周 に 微 少 間 隙 を 介 し て 挿 入 さ れ て い る 。 な お 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ か ら  
の 突 出 長 さ は 、 ワ ー ク Ｗ の 軸 方 向 の 長 さ と 略 同 一 程 度 で あ る が 、 ワ ー ク Ｗ よ り も 多 少 長 く  
て も よ い し 、 短 く て も よ い 。 そ の 場 合 、 ワ ー ク Ｗ の ロ ー デ ィ ン グ の 形 態 等 に 応 じ て 決 め る  
の が よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ は 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 電 磁 力 に よ り ワ ー ク Ｗ を 吸 着 で き る よ う に 磁 性  
体 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 し か し 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ は 、 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 電 磁 力 に よ  
り ワ ー ク Ｗ を ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ に 吸 着 し た 際 に も 、 そ の 電 磁 力 に よ り ワ ー ク Ｗ を 倒 れ 防 止  
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ピ ン １ ５ の 外 周 面 に 吸 着 し な い よ う に 、 非 磁 性 体 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 ワ ー ク  
Ｗ は 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 吸 着 力 に よ り ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ に 吸 着 さ れ た 状 態 で も 倒 れ 防 止 ピ  
ン １ ５ の 外 周 で ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ 回 り に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 フ ロ ン ト シ ュ ー １ ６ は ワ ー ク Ｗ の 下 方 に 配 置 さ れ 、 リ ア シ ュ ー １ ７ は ワ ー ク Ｗ に 対 し て  
砥 石 １ ８ と 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 。 フ ロ ン ト シ ュ ー １ ６ 、 リ ア シ ュ ー １ ７ は 、 取 り 付 け  
台 １ ９ に 対 し て ワ ー ク Ｗ の 中 心 を 通 る 方 向 １ ６ ａ ， １ ７ ａ に 位 置 調 整 可 能 に 取 り 付 け ら れ  
て お り 、 こ の フ ロ ン ト シ ュ ー １ ６ 、 リ ア シ ュ ー １ ７ を 適 宜 調 整 す る こ と に よ り 、 ワ ー ク 中  
心 Ｗ ０ が 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の ピ ン 中 心 （ ＝ 主 軸 中 心 ） Ｃ １ に 対 し て 下 方 で 砥 石 １ ８ 側 に 僅  
か に 偏 心 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ っ て 主 軸 １ １ の 回 転 時 に 、 こ の 主 軸 １ １ の 回 転 に 同 期 し て ワ ー ク Ｗ を フ ロ ン ト  
シ ュ ー １ ６ 、 リ ア シ ュ ー １ ７ に 押 し 付 け な が ら ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ 回 り に 回 転 さ せ る こ と が 可  
能 で あ り 、 ワ ー ク Ｗ を 外 径 基 準 で ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ 回 り に 安 定 的 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 即 ち 、 主 軸 １ １ が 回 転 す る と 、 ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ は 主 軸 中 心 Ｃ １ と の 偏 心 量 を 半 径 と し て  
主 軸 中 心 Ｃ １ 回 り に 回 転 し よ う と す る 。 し か し 、 ワ ー ク Ｗ の 外 周 に は フ ロ ン ト シ ュ ー １ ６  
、 リ ア シ ュ ー １ ７ が 接 触 し て お り 、 こ の シ ュ ー １ ６ ， １ ７ が ワ ー ク Ｗ に 対 し て ス ト ッ パ と  
な る た め 、 ワ ー ク Ｗ は 主 軸 中 心 Ｃ １ 回 り に 回 転 す る こ と が で き な い 。 そ の 結 果 、 ワ ー ク Ｗ  
を フ ロ ン ト シ ュ ー １ ６ 、 リ ア シ ュ ー １ ７ に 押 し 付 け る 力 が 発 生 し 続 け る こ と に な り 、 ワ ー  
ク Ｗ を 外 径 基 準 で ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ 回 り に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 こ の と き ワ ー ク Ｗ は 、 主 軸 中 心 Ｃ １ に 対 し て 偏 心 し た 状 態 に あ る た め 、 ワ ー ク 吸  
着 体 １ ２ の 吸 着 面 １ ３ を 偏 心 方 向 に 滑 り な が ら 、 外 径 基 準 で ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ 回 り に 回 転 す  
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ は 、 次 の よ う な 外 径 に す る 必 要 が あ る 。 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の ピ ン 外 径  
を Ｄ 、 ワ ー ク Ｗ の 内 径 を ｄ 、 ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ と ピ ン 中 心 （ 主 軸 中 心 ） Ｃ １ と の 上 下 方 向 の  
偏 心 量 を Ａ 、 ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ と ピ ン 中 心 （ 主 軸 中 心 ） Ｃ １ と の 砥 石 方 向 の 偏 心 量 を Ｂ と し  
た 場 合 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の ピ ン 最 大 外 径 Ｄ ｍ ａ ｘ は １ ） 式 と な り 、 ピ ン 最 小 外 径 Ｄ ｍ ｉ  
ｎ は ２ ） 式 と な る た め 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の ピ ン 外 径 Ｄ は ３ ） 式 と な る 。
　 　 ピ ン 最 大 外 径 Ｄ ｍ ａ ｘ ＜ ｄ － ２ √ （ Ａ 2  ＋ Ｂ 2 )     ・ ・ ・ ・ １ ） 式
　 　 ピ ン 最 小 外 径 Ｄ ｍ ｉ ｎ ＞ ｄ － ２ Ｃ                 ・ ・ ・ ・ ２ ） 式
　 　 ｄ － ２ Ｃ ＜ ピ ン 外 径 Ｄ ＜ ｄ － ２ √ （ Ａ 2  ＋ Ｂ 2 )     ・ ・ ・ ・ ３ ） 式
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 フ ロ ン ト シ ュ ー １ ６ 、 リ ア シ ュ ー １ ７ の 調 整 に 際 し て 、 ワ ー ク Ｗ の 仕 上 げ 寸 法 の ワ ー ク  
中 心 Ｗ ０ と ピ ン 中 心 （ 主 軸 中 心 ） Ｃ １ と の 上 下 方 向 の 偏 心 量 が Ａ と な り 、 ワ ー ク 中 心 Ｗ ０  
と ピ ン 中 心 （ 主 軸 中 心 Ｃ １ ） と の 砥 石 方 向 の 偏 心 量 が Ｂ と な る よ う に 調 整 す る 。 主 軸 １ １  
が 右 回 り （ 時 計 回 り ） に 図 ２ の ｆ 矢 示 方 向 に 回 転 す る と 、 ワ ー ク Ｗ は フ ロ ン ト シ ュ ー １ ６  
、 リ ア シ ュ ー １ ７ に 押 し 付 け ら れ な が ら 、 主 軸 １ １ と 同 期 し て 右 回 り に 回 転 す る 。 偏 心 量  
Ａ 、 Ｂ は 、 ワ ー ク Ｗ の 大 き さ や 研 削 代 に よ り 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の 外 周 に ワ ー ク Ｗ を 挿 入 し た 状 態 に お い て 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ は ワ ー  
ク Ｗ の 内 径 と 接 触 し て は い け な い か ら 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の 外 径 は 、 ワ ー ク Ｗ の 内 径 よ り  
、 ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ と ピ ン 中 心 Ｃ １ と の 偏 心 量 （ √ （ Ａ 2  ＋ Ｂ 2 ) ） だ け 半 径 を 小 さ く す る 必  
要 が あ る 。 従 っ て 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の ピ ン 最 大 外 径 Ｄ ｍ ａ ｘ は 、 １ ） 式 に 示 す よ う に 、  
ワ ー ク 内 径 ｄ か ら 偏 心 量 の ２ 倍 を 引 い た 値 よ り も 小 さ く す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の な い 状 態 で ワ ー ク Ｗ を 右 回 り に ｆ 矢 示 方  
向 に 回 転 さ せ て 、 ワ ー ク Ｗ の ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ と 反 対 の 先 端 側 に 砥 石 １ ８ の 切 込 み 方 向 １  
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８ ａ に 荷 重 を か け な が ら 、 ワ ー ク Ｗ が 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 吸 着 力 に 抗 し て 脱 落 す る ま で の  
倒 れ 量 を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 ワ ー ク Ｗ を 砥 石 １ ８ の 切 込 み 方 向 １ ８ ａ に 押 し て 倒 れ 量 が Ｃ に な っ た と き に 、  
そ の ワ ー ク Ｗ が ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ か ら 脱 落 し た と 仮 定 す る と 、 そ の 倒 れ 量 Ｃ は 直 径 の 半 分  
の 半 径 分 で あ る か ら 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の ピ ン 最 小 外 径 Ｄ ｍ ｉ ｎ は 、 ２ ） 式 に 示 す よ う に  
、 ワ ー ク 内 径 ｄ か ら 直 径 分 の ２ Ｃ を 引 い た 値 よ り も 大 き く す る 。 な お 、 倒 れ 量 Ｃ は 電 磁 チ  
ャ ッ ク ２ ０ の 吸 着 力 の 大 小 に よ っ て 異 な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ ら １ ） 式 及 び ２ ） 式 の 結 果 、 図 ５ に 示 す よ う に ワ ー ク Ｗ に 対 し て 切 込 み 方 向 （ ｇ 矢  
示 方 向 ） に 大 き な 研 削 負 荷 Ｌ １ が 加 わ っ た 場 合 に 、 ワ ー ク Ｗ が 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 吸 着 力  
に 抗 し て 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ に よ り 制 限 さ れ る 角 度 ま で 倒 れ 、 ま た 図 ６ に 示 す よ う に ワ ー ク  
Ｗ に 対 す る 切 込 み 方 向 （ ｇ 矢 示 方 向 ） の 研 削 負 荷 Ｌ ２ が 低 下 し た 場 合 に 、 電 磁 チ ャ ッ ク ２  
０ が 研 削 負 荷 Ｌ ２ に 抗 し て ワ ー ク Ｗ を ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ に 再 吸 着 可 能 に す る た め に は 、 倒  
れ 防 止 ピ ン １ ５ は ３ ） 式 を 満 足 す る 太 さ の も の を 使 用 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 砥 石 １ ８ は ワ ー ク Ｗ に 対 し て ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ を 通 る 方 向 に 往 復 移 動 可 能 で あ る 。 砥 石 １  
８ の 軸 方 向 の 厚 み は 、 ワ ー ク Ｗ の 軸 方 向 の 長 さ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ワ ー ク Ｗ の 外 径 研 削 に 際 し て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ワ ー ク Ｗ を 連 続 円 筒 部 ２ 側 か ら 倒  
れ 防 止 ピ ン １ ５ の 外 周 に 挿 入 し 、 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ に よ り ワ ー ク Ｗ の 連 続 円 筒 部 ２ の 端 面  
の 全 周 を ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ の 吸 着 面 １ ３ に 吸 着 す る 。 な お 、 ワ ー ク Ｗ の 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５  
の 外 周 に 対 す る 挿 入 は 、 ロ ボ ッ ト 等 を 用 い て 行 え ば 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 主 軸 １ １ を ｆ 矢 示 方 向 に 時 計 回 り に 回 転 さ せ る と 、 ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ が 主 軸 中 心 Ｃ １ に 対  
し て 下 方 側 に 砥 石 １ ８ 側 の 所 定 の 偏 心 量 で 偏 心 し て い る た め 、 ワ ー ク Ｗ は 電 磁 チ ャ ッ ク ２  
０ の 電 磁 力 に よ り ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ に 吸 着 さ れ た 状 態 で 、 そ の 連 続 円 筒 部 ２ が フ ロ ン ト シ  
ュ ー １ ６ 、 リ ア シ ュ ー １ ７ に 押 さ え 付 け ら れ な が ら 、 主 軸 １ １ の 回 転 に 同 期 し て ワ ー ク 中  
心 Ｗ ０ 回 り に 時 計 回 り に 回 転 す る 。 こ の 時 点 で は ワ ー ク Ｗ は 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ と 接 触 し て  
い な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ 研 削 工 程 で は 、 ｈ 矢 示 方 向 に 回 転 す る 砥 石 １ ８ を 研 削 開 始 位 置 か ら ワ ー ク Ｗ 側 へ と  
速 い 粗 研 削 速 度 で ｇ 矢 示 方 向 に 切 り 込 み な が ら 、 砥 石 １ ８ の 外 周 側 の 研 削 面 で ワ ー ク Ｗ の  
外 径 を 粗 研 削 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 第 １ 研 削 工 程 に お い て 、 砥 石 １ ８ を 粗 研 削 速 度 で ワ ー ク Ｗ に 切 り 込 む 粗 研 削 を 開 始  
す る と 、 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 電 磁 力 に よ り ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ に 吸 着 さ れ 、 ま た ワ ー ク 吸 着  
体 １ ２ の 近 傍 が シ ュ ー １ ６ ， １ ７ に よ り 支 持 さ れ た 状 態 に あ る ワ ー ク Ｗ に 対 し て 、 図 ５ に  
示 す よ う に 、 そ の シ ュ ー １ ６ ， １ ７ か ら 離 れ た 位 置 に 砥 石 １ ８ の 大 き な 研 削 負 荷 Ｌ １ が 切  
込 方 向 に 加 わ る た め 、 そ の 研 削 負 荷 Ｌ １ で ワ ー ク Ｗ が ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ の 吸 着 面 １ ３ か ら  
離 れ て 傾 い て し ま う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 し か し 、 ワ ー ク Ｗ 内 に は 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ が あ る た め 、 ワ ー ク Ｗ は 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ と  
の 隙 間 １ ４ の 範 囲 内 で 倒 れ る だ け で あ り 、 連 続 円 筒 部 ２ の 端 面 の 砥 石 １ ８ と 反 対 側 の 一 部  
が ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ の 吸 着 面 １ ３ に 当 接 し た 状 態 に あ る の で 、 ワ ー ク Ｗ は 倒 れ た 状 態 の ま  
ま で 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 電 磁 力 に よ り 吸 着 さ れ て お り 、 ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ か ら 脱 落 す る こ  
と は な い 。 従 っ て 、 倒 れ た 状 態 の ま ま で ワ ー ク Ｗ の 粗 研 削 を 継 続 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 ワ ー ク Ｗ の 倒 れ 角 度 は 、 ワ ー ク Ｗ と 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ と の 間 が 微 少 間 隙 で あ る た  
め 、 ワ ー ク Ｗ の 外 径 の 粗 研 削 に 影 響 し な い 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 第 １ 研 削 工 程 の 終 了 後 に 第 ２ 研 削 工 程 に 移 行 し て 、 回 転 状 態 の 砥 石 １ ８ を 粗 研 削 速 度 よ  
り も 遅 い 仕 上 げ 研 削 速 度 で 切 り 込 む 。 こ の 第 ２ 研 削 工 程 で は 、 砥 石 １ ８ を ワ ー ク Ｗ に 対 し  
て 遅 い 仕 上 げ 研 削 速 度 で 切 り 込 む た め 、 ワ ー ク Ｗ に 対 す る 砥 石 １ ８ の 研 削 負 荷 Ｌ ２ が 小 さ  
く な り 、 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 吸 着 力 が 研 削 負 荷 Ｌ ２ よ り も 大 に な る の で 、 図 ６ に 示 す よ う  
に 、 ワ ー ク Ｗ の 連 続 円 筒 部 ２ の 端 面 の 全 周 が ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ に 吸 着 さ れ て 正 常 な 吸 着 状  
態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ２ 研 削 工 程 で は 、 正 常 な 吸 着 状 態 で ワ ー ク Ｗ の 仕 上 げ 研 削 を 実 行 し た 後 、 砥 石 １ ８ の  
移 動 を 停 止 さ せ て 砥 石 １ ８ の 回 転 状 態 で ス パ ー ク ア ウ ト を 行 い 、 そ の 後 に 回 転 状 態 の 砥 石  
１ ８ を 研 削 開 始 位 置 ま で 反 ｇ 矢 示 方 向 に 戻 し 、 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ に よ る ワ ー ク Ｗ の 吸 着 を  
解 除 し て 、 研 削 後 の ワ ー ク Ｗ を 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の 外 周 か ら 抜 き 取 る 。 こ れ に よ っ て ワ ー  
ク Ｗ の 外 径 研 削 の 一 連 の 作 業 が 終 了 す る 。 な お 、 第 ２ 研 削 工 程 で は 、 仕 上 げ 研 削 と ス パ ー  
ク ア ウ ト と を 経 て ワ ー ク Ｗ の 外 径 を 中 心 軸 と 平 行 に 研 削 し て 、 要 求 仕 様 の 研 削 精 度 に 仕 上  
げ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う な ワ ー ク Ｗ の 研 削 方 法 を 採 用 す れ ば 、 ワ ー ク Ｗ が 軸 方 向 の 一 端 側 に の み 連 続 円  
筒 部 ２ を 有 す る 円 筒 体 で あ る に も 拘 わ ら ず 、 研 削 中 に ワ ー ク Ｗ が 倒 れ て 飛 び 出 す よ う な こ  
と も な く な り 、 安 全 性 の 向 上 を 図 り な が ら ワ ー ク Ｗ を 要 求 仕 様 の 研 削 精 度 に 研 削 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 研 削 中 の ワ ー ク Ｗ の 脱 落 に よ る シ ュ ー １ ６ ， １ ７ や 砥 石 １ ８ の 破 損 を 防 止 す る こ と  
が で き る 。 更 に 主 軸 １ １ と 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ と が 一 体 に 回 転 す る た め 、 ワ ー ク Ｗ の 回 転 不  
良 に よ る 傷 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 更 に 大 き な 研 削 負 荷 Ｌ １ が 加 わ る 第 １ 研 削 工 程 で は ワ ー ク Ｗ が 倒 れ た 状 態 と な り 、 そ の  
後 に 小 さ い 研 削 負 荷 Ｌ ２ が 加 わ る 第 ２ 研 削 工 程 で は 、 ワ ー ク Ｗ が 正 常 な 吸 着 状 態 に 戻 れ ば  
よ い の で 、 大 き な 研 削 負 荷 Ｌ １ が 加 わ る 第 １ 研 削 工 程 で も 、 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ に は ワ ー ク  
Ｗ を 常 時 正 常 な 吸 着 状 態 に 保 つ よ う な 強 力 な も の を 使 用 す る 必 要 が な く 、 装 置 の 小 型 化 を  
図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は  
な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。 主 軸 １ １ に 内 蔵 の 電 磁 チ ャ  
ッ ク ２ ０ は 、 ワ ー ク Ｗ の 粗 研 削 の 第 １ 研 削 工 程 で は ワ ー ク Ｗ を 倒 れ た 状 態 で 脱 落 し な い よ  
う に 吸 着 状 態 を 維 持 で き 、 粗 研 削 後 の 仕 上 げ 研 削 の 第 ２ 研 削 工 程 で は 、 ワ ー ク Ｗ を 正 規 状  
態 に 吸 着 で き 、 し か も ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ に 対 し て 偏 心 回 転 を 許 容 で き る 程 度 の 電 磁 力 を 有  
す る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ を 主 軸 １ １ の 端 面 側 に ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ を 介 し て 間 接 的 又 は 直 接  
的 に 設 け る 場 合 、 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ の ピ ン 中 心 Ｃ １ 上 に 取 り 付 け 手 段 １ ５ ａ を 設 け る こ と  
が 望 ま し い が 、 取 り 付 け 手 段 １ ５ ａ に 代 え て 他 の 手 段 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 シ ュ ー １ ６ ， １ ７ は ワ ー ク Ｗ の ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ の 吸 着 面 １ ３ の 極 近 傍 を 外 周 側 か ら 支  
持 す る こ と が 望 ま し い が 、 第 １ 研 削 工 程 で の 研 削 負 荷 Ｌ １ に よ り 、 ワ ー ク Ｗ の 端 面 の 一 部  
が ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ の 吸 着 面 １ ３ に 接 触 し た 状 態 で 倒 れ る な ら ば 、 ワ ー ク 吸 着 体 １ ２ の 吸  
着 面 １ ３ か ら 多 少 離 れ た 位 置 に シ ュ ー １ ６ ， １ ７ を 配 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ワ ー ク Ｗ と 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ と の 隙 間 １ ４ は 、 原 則 的 に は 微 少 間 隙 で あ る が 、 そ の 隙 間  
１ ４ の 大 小 は 、 電 磁 チ ャ ッ ク ２ ０ の 吸 着 力 の 大 小 、 ワ ー ク Ｗ の 長 さ の 長 短 、 倒 れ 防 止 ピ ン  
１ ５ の 長 さ の 長 短 等 を 考 慮 し て 具 体 的 に 決 定 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 倒 れ 防 止 ピ ン １ ５ に  
対 し て ワ ー ク Ｗ の 長 さ が 長 い 場 合 に は 、 隙 間 １ ４ を 小 さ く す る 必 要 が あ る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ワ ー ク 中 心 Ｗ ０ と 主 軸 中 心 （ ピ ン 中 心 ） Ｃ １ と の 偏 心 量 は 、 主 軸 １ １ の 回 転 に よ り 、 ワ  
ー ク Ｗ に 対 し て シ ュ ー １ ６ ， １ ７ 側 へ の 押 し 付 け 力 を 発 生 さ せ な が ら 、 ワ ー ク Ｗ が ワ ー ク  
中 心 Ｗ ０ 回 り に 回 転 で き る 程 度 で あ れ ば 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 実 施 形 態 で は 、 粗 研 削 と 仕 上 げ 研 削 と に 分 け て 、 粗 研 削 を 第 １ 研 削 工 程 と し 、 仕 上  
げ 研 削 を 第 ２ 研 削 工 程 と し て 説 明 し た が 、 第 １ 粗 研 削 と そ の 後 の 第 ２ 粗 研 削 と を 第 １ 研 削  
工 程 と し 、 中 間 研 削 と そ の 後 の 仕 上 げ 研 削 を 第 ２ 研 削 工 程 と す る 等 、 研 削 負 荷 の 大 小 に 応  
じ て 適 宜 組 み 合 わ せ を 変 更 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 Ｗ   ワ ー ク
　 ２   連 続 円 筒 部
　 ３   非 連 続 円 筒 部
１ ０   シ ュ ー タ イ プ セ ン タ レ ス 研 削 盤
１ １   主 軸
１ ２   ワ ー ク 吸 着 体
１ ３   吸 着 面
１ ４   隙 間
１ ５   倒 れ 防 止 ピ ン
１ ６   フ ロ ン ト シ ュ ー
１ ７   リ ア シ ュ ー
１ ８   砥 石
２ ０   電 磁 チ ャ ッ ク
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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